
【育児ニュース発信の背景】
弊社の運営する育児サイト「ベビカム」のリサーチ会員（おもに乳幼児を子育て中の母親）５３１人に調査した
結果、育児中は、子どもの世話で忙しいこと、また、まだ小さい子にテレビを見せるのは控えたいという気持
ちから、新聞やテレビへの接触時間が産前に比べ少なくなっていることがわかりました（※1）。

また、回答者全体の7割が、テレビでニュース番組を見るのは1日1時間以下と回答しましたが、一方で9割以
上の人は、毎日15分以上、能動的にインターネットでニュースを見ています（※1）。

このように、育児の合間に必要な情報だけチェックするという子育て女性層が、ネット閲覧のわずかな時間に
でも、頻発している子どもの事故のニュース、育児用品の事故・回収のお知らせ等について確実な情報を得
られるよう、妊娠・育児中の女性が月間50万人訪問する育児サイト「ベビカム」のトップページで、1日3回、育
児に関する重要情報の発信を始めます。

【育児サイト「ベビカム」が発信するニュース】
（1）事故情報、育児支援の施策に関するもの
一般のニュースの中から、乳幼児がいる家庭で知っておいてほしい子どもの事故に関するもの、公的機関が
発表する育児支援情報等をピックアップして発信します。

（2）妊婦・母親への「ベビカム」独自のリサーチ結果
「ベビカム」では毎週、約1万6,000人のリサーチ会員（妊婦・母親）に、「ベビカム　ウィークリーリサーチ」とし
て、育児現場の状況についてアンケートを取り、その結果を社会に発信する活動を続けています。
たとえば、妊娠中のシートベルト着用意識の調査では、「妊娠中でも医師の指導がある時以外は、シートベル
トを着用しなければならない」と正しく知っていた妊婦・母親はわずか24％でした（※2）。このような結果を正し
い情報とともに発信していくことで、母親自身の気づきを促したり、育児現場の状況・認識を社会に伝えてい
けると考えています。

以上、本年8月「ベビカム　ウィークリーリサーチ」が、キッズデザイン賞（NPO　キッズデザイン協議会）社会
貢献メディア賞を受賞しましたのを機に、「ベビカム」が育児現場と社会との橋渡しとして、さらに発信力を強
化するための施策をここにお知らせさせていただきます。

■参考リサーチ結果
※1　「ニュース見てますか？」2007年8～9月調査（有効回答数531）
http://www.babycome.ne.jp/online/research/vol_13.html
※2　「妊娠中のシートベルト」2008年3月調査（有効回答数1344）
http://www.babycome.ne.jp/online/research/vol_35.html

妊娠・出産・育児サイト「ベビカム」、育児関連ニュースを１日３回発信開始
~ニュース接触の少ない、乳幼児を子育て中の母親に向け~ 

株式会社デジタルブティック（東京都渋谷区　代表取締役：安西　正育）は、自社で運営する妊娠・出産・育
児サイト「ベビカム」上で、育児に関係するニュースを1日3回発信し、母親たちの注意を喚起する「ベビカム
ニュース」を、9月26日より正式に開始しました。

2008年9月26日

　　　　　　　　　　　　　株式会社デジタルブティック
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別紙

【ベビカム　ウィークリーリサーチについて】
社会と育児現場の知識循環を促すとして、第2回キッズデザイン賞＜審査委員長特別賞＞社会貢献メディア賞を受賞。
・リサーチ会員　約1万6,000人の属性
性別：98％が女性／平均年齢：31．9歳／妊娠状況：常時、妊婦が約1,000人存在
末子の年齢：0歳21％、1歳14％、2歳15％、3～6歳44％

【ベビカムについて】
1998年開設の日本最大級の妊娠・出産・育児の情報サイト。コミュニティ（掲示板）やオリジナル育児日記サービスのほ
か、最新の医療、生活、商品情報を提供。各分野の大手企業から継続的なご協賛をいただいています。

月間ユニークユーザ数：約50万人／総アクセス数：約600万ページビュー

（いずれも2008年9月時点）

■株式会社デジタルブティック

http://www.digitalboutique.jp　
東京都渋谷区渋谷3-26-18 矢倉ビル5F
1996年2月20日設立
代表取締役：安西　正育（あんざい　まさやす）

「ベビカム」や「ベビカムケータイ」の企画・運営のノウハウを活かし、本田技研工業、日本経済新聞デジタルメディア、Ｎ
ＨＫエデュケーショナルなど、大手企業のサイト企画・開発・制作・運営のサービスを提供しています。

■このプレスリリースに関するお問い合わせ／ご取材申込先■　
株式会社デジタルブティック　　 担当：倉本　prs@digiboutique.or.jp
〒150-0002 東京都渋谷区渋谷3-26-18 矢倉ビル5F　TEL：03-5774-1702  FAX：03-5774-1704


